
天界175 403

日食講話〔2〕

日食や．月食の週期

　　　　　　　　　　　　　（山　　　本　　　能）

　三年の皆甑日食の準備のため，自分は今年も亦，七月末から北海道の各：地

を覗察した．其の時fv・うんな人から，

　L四十年前にも北海道では日食が見えたのですが，來年も亦見えるとする

と，日食は皆40年目に繰り返すのですか？■

と尋ねられた，まことに尤もな御質問であるが，決して日食や月食はそんな

簡軍な週期のみで繰り返すものではない．

　日月食は，言ふまでもなく，太陽と月と地球と，此の三つの天艦の相互位

置がほ璽一直線に逼る時に起るのであるから，之れの週期については，

　　　1）太陽のまはりを公論する地球の運動と，

　　　2）地球のまはりを公熱する月の運動と，

この二つを知る必要があり，爾ぼ，此のほかに，

　　　3）地球の自韓

も完全に知ってみなければ，各地で見える食の豫言は出來ないわけである．

ところが，今日吾人が天文研究の永V歴史的産物として知り得た所では，

　　　地球の自訴は24時間0分0秒（平均太陽時で言ふ）で，之れは最も簡軍な等速運動

であるが，

　　　地球の公韓は365日5時間48分46秒絵で，軌道は楕圓であるため，軌道上を走

　　　る地球の速度は可なり複雑な遽速の攣動がある・

しかし，其れよりも更に複雑なのは月である．帥ち

　　　月は，やはり楕圓形の軌道を27日蝕の週期で公卜してみるから，其れだけでも

　　　可なり複雑であるが，日月食のためには刀が軌道の交趾占を通過する必要があ

　　　る・之れの卒均週期は27日21222（5時間05分35秒絵）であるし，碕ほ其の上，食

　　　の起るためには太陽が新月とか二月とかに當らなければならないが，其の所

　　　謂L朔望月「の週期は29　H　5305SS（12時間44：分3秒）である・

故に，日食や月食の週期は是非これ等の週期の倍藪でなくてはならない．
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　さて今年即ち1935年は，世界虚語から言ふと，日月食の極めて多い年であ

る．現に，日本中央標準時で計算すると，今年は，

　　（一）　一月5日目4時35分には，i新月で，部分日食である・

　　（二）　一月20日0時47分・には，満月で，皆既月食である・

　　（三）　二月4日1時16分には，i新月で，部分日食である・

　　（四）七月IH4時59分には，新月で部分日食である．

　　（五）　七月16日14時0分には，満月で，皆既月食である・

　　（六）　七月30日18時16分には，i新月で，部：分日食である・

　　（七）　十二，月26日2時47分には，叡断で，金環日食である．

こうして，日月食の繰り返しを，輩に井べただけでも，此等の食は決して全

く不規則に起るものではなく，ぼ穿二月とか，一ケ月とか，或は其れ等の倍

藪をへだてL起るものであることが知れる．

　しかし，地球上の或る一ケ所について言へば，決して国軍な週期ではな

い．むしろ甚だ：不規則とさへ言へるのであって，或る揚合には数百年間全く

皆既日食を見ないといふのが普通である．例へば，去る1927年六月29日には

英國中部で朝早く見えた皆既日食があって，多くの人々を期待せしめたが，

直れなどは，實に英本島では二百年ぶりの皆二食であったのである．

　日食の週期といふものを，歴史上，最も早く見つけたのは今から三千激百

年前の，バビロニヤのサロスといふ人であったと言ひ傳1へられてるる．サロ

ス週期とは太陽暦の18年11日を言ふのであるが，之れは自口ち6585日で，

　　朔望月の倍薮から　　　223×29・530588＝＝6585・3212

　交鮎月の倍藪から　　　242×27．212220＝6585．3572

であって，1時間以内まで爾敷が一致するし，叉，

　内貼月の倍数から　　239×27・554550＝6585・5574

　　食年の倍鍛からは　　　　19×3a6．6’ZOO＝6585・780

となり，何れから見るも，6585日はee　：一よく似た日月食が同檬な歌態で繰り

返す週期になってみる．

　只，朔望月の223倍の端敏が，O．3212であるため，此の6585日短に起る食

が，約110。つつ西方へ移動する．例へば，

　　1898年一月22日　　　アフリカから印度を経て支那に終った

　　ユ9・　16年二月3日　　　太不洋から大西洋へ，中央アメリカを横噺した・

　　1934年二月14日　　　北太卒洋（ロ1ソプ島を通．過した）
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といふ同じサロス列の日食は地球を三宅つつ西へ移ってみる・故に更に一サ’

ロス期を過ぎれば，

　　1952年二月25日　　　アフリカから中央アジヤに至るもの

が，幾らか近く1898年の食の揚所へ三って來ることとなる．

　とにかく，此のサロス週期といふものは實に便利なもので，可なり永V・年

代にわたり，食の豫言をする方便として，利用し得るのである．

　現に來る1936年六月19日の日食は，下の如き同じサ・ス列から成る一群の

日食のうちの一つである．
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こうして，前後数千年にもわたって日食の豫言が三二るといふことは實に大

切なことである．

　サロスより後れて，ギリシャにメトンとV・ふ人が叉一つの週期を磯見した・

出れは十九年（太陽暦）を一期とするもので，
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19＞く365．2422　＝6939．6018

2P，5×29，　．530588一一6939，　．6882

20cr　5×　27．212220＝　69．　39．1161

此のメi・ン週期によって計算して見ると，1936年六月19日の食と同例のも

のは

1917年六月19日

1936年六月19日

1955年六月20日

1974年六月20日

1993年六月20同

部分食

皆既食

下れきりである．從って，

早言は出來ないのである．

1e

　71

部分食

　このメトン週期のみを以って， いつまでも簡輩な

　　　　　　　　　　“日食の髄験”を募る

　護者諸氏の中で，今までに日食を見たことのある方は其の艦験記事を御邊

り下さい。皆銑食でも，部分食でもよ．うしVb．室が曇られて，失望した経験

も面白いと思ひます．

　大人になってからの艦験も，幼年の頃の記憶をたどつ疫記事も，v・つれも

結構です．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編　輯）
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